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「
空
振
り
す
れ
ば
ひ
っ
く
り
返
る
が
、
当
た
れ
ば
ホ
ー
ム
ラ
ン
」

― 

大
井
川
知
事
は
、
２
０
１
８
年
度
県
予
算
案
に
ふ
れ
、
自
民
党

県
連
大
会
で
こ
の
よ
う
に
来
賓
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

 

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
１
兆
１
１
１
７
億
円
。
県
債(

借
金)

総

額
は
、
そ
の
約
２
倍
に
あ
た
る
２
兆
１
５
０
６
億
円
で
す
。 

 

県
税
を
ゲ
ー
ム
や
賭
け
事
に
使
う
か
の
よ
う
な
姿
勢
に
対
し
、
日

本
共
産
党
は
県
民
生
活
と
福
祉
の
増
進
を
か
か
げ
て
、
江
尻
加
那
県

議
が
一
般
質
問
に
、
山
中
た
い
子
県
議
が
予
算
特
別
委
員
会
質
疑

に
、
上
野
高
志
県
議
が
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。 

さ
ら
に
開
発
優
先
予
算 

企
業･

ホ
テ
ル
誘
致
に
大
型
補
助
金 

 

知
事
が
提
案
し
た
予
算
案
で
目
立
つ
の

は
、
企
業
誘
致
に
５
０
億
円
、
豪
華
ホ
テ
ル

誘
致
に
１
０
億
円
の
新
規
補
助
で
す
。
そ
し

て
、
県
庁
内
に｢

営
業
戦
略
部｣

を
新
設
し
、

県
外･

海
外
に
茨
城
を
売
り
込
む
方
針
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
も
陸･

海･

空
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
工
業
団
地
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線

開
発
に
莫
大
な
予
算
を
費
や
し
、
誘
致
企
業

に
は
法
人
税
や
不
動
産
取
得
税
を
免
除
。
そ

の
優
遇
策
に
加
え
、
今
度
は
補
助
金
ま
で
上

乗
せ
す
る
も
の
で
す
。 

 

一
方
、
売
れ
て
も
赤
字
と
な
る
土
地
開
発

の
損
失
穴
埋
め
の
た
め
に
、
新
年
度
も
９
０

億
円
を
投
入
。
こ
れ
ま
で
補
て
ん
し
た
額
は

２
３
０
０
億
円
を
超
え
ま
す
。
本
来
は
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
使
う
べ
き
県
民
の
税
金
で
す
。 

 

日
本
共
産
党
県
議
団
は
「
こ
う
し
た
県
政

か
ら
脱
却
し
、
県
民
要
望
の
強
い
子
育
て
支

援
や
高
齢
者
福
祉
、
医
療
体
制
の
充
実
が
最

優
先
課
題
」
と
求
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

あ
い
か
わ
ら
ず
の
呼
び
込
み
型
開
発
で
あ

り
、
共
産
党
は
予
算
案
に
反
対
し
ま
し
た
。 

日本共産党県議会議員 

水
戸
市
新
市
民
会
館
建
設
計
画 

 

再
開
発
で
巨
大
・巨
額
ホ
ー
ル 

 

「こ
の
ま
ま
県
が
認
可
す
る
の
か
」 

知事に問う 

 

水
戸
市
新
市
民
会
館
建
設
計
画
に 

つ
い
て
、
江
尻
議
員
が
本
会
議
で
大 

井
川
知
事
に
質
問
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

【
江
尻
議
員
】
総
事
業
費
３
２
０
億
円
、
３
７
０
０

人
収
容
の
水
戸
市
民
会
館
建
設
計
画
が
す
す
め
ら

れ
、
昨
年
、
市
か
ら
県
に
事
業
計
画
書
が
提
出
さ
れ

た
。
市
民
か
ら
１
３
０
件
超
の｢

反
対｣

や｢

見
直
し
を

求
め
る｣

意
見
書
が
知
事
に
出
さ
れ
た
が
、
県
の
認
可

審
査
に
ど
う
反
映
す
る
の
か
。 

【
大
井
川
知
事
】
都
市
再
開
発
法
に
認
可
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
違
法
性
や
都
市
計
画
と
の
適

合
、
事
業
の
遂
行
能
力
な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
、
適

切
に
判
断
し
て
い
く
。 

【
江
尻
議
員
】
こ
の
事
業
は
異
例
づ
く
め
。
事
業
計

画
も
認
可
さ
れ
て
い
な
い
、
権
利
変
換
計
画
も
で
き

て
い
な
い
段
階
で
、
地
区
内
の
土
地
所
有
権
を
再
開

発
組
合
に
移
転
し
て
い
る
。
再
開
発
を
か
く
れ
み
の

に
し
て
税
金
投
入
す
る
事
業
に
県
が
加
担
し
て
は
な

ら
な
い
。
市
に
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
べ
き
。 

【
知
事
】
市
民
会
館
の
位
置
や
規
模
、
事
業
費
な
ど

に
つ
い
て
は
、
そ
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
を
含
め
、
水
戸

市
が
市
民
の
理
解
を
得
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
県
が

関
与
す
べ
き
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る
。 

 
 
 
 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
 

 

水
戸
市
は
、
駅
前
や
中
心
市
街
地
で
多
く
の
再
開

発
を
遂
行
し
、
そ
の
た
び
に
県
は
計
画
を
認
可
、
補

助
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル

は
埋
ま
ら
ず
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
検
証
や
反
省
も
な
い
ま
ま
で
す
。 

 

県
都･

水
戸
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
県
が
果
た
す
役

割
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

茨
城
県
も
大
丈
夫

？ 

    

公
文
書
の
改
ざ
ん
、
ね
つ
造
、

隠
ぺ
い
が
日
常
茶
飯
事
の
異
常
事

態
。
国
民
主
権
の
基
本
で
あ
る

｢

情
報
公
開｣

が
こ
わ
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
茨
城
県
で
も
黄

信
号
の
事
態
が
●
大
井
川
知
事

が
、｢

傍
聴
者
が
い
る
と
率
直
な

意
見
交
換
が
さ
れ
な
い｣

と
の
理

由
で
、
総
合
計
画
審
議
会
や
有
識

者
懇
談
会
を
次
々
と
非
公
開
に
し

た
の
で
す
●
私
は
本
会
議
質
問
で

｢

傍
聴
者
が
い
た
ら
話
せ
な
い
よ

う
な
審
議
会
で
、
公
平
・
公
正
な

県
政
が
保
障
で
き
る
か｣

と
改
善

を
求
め
、
他
県
と
同
様
に
『
会
議

公
開
指
針
』
を
つ
く
る
べ
き
で
は

と
提
案
●
知
事
は｢

あ
ら
た
め
て

明
文
化
す
る
必
要
は
な
い｣

と
述

べ
、
今
後
も
知
事
の
独
断
で
非
公

開
に
さ
れ
か
ね
な
い
事
態
で
す
。

｢

ガ
ラ
ス
張
り
の
県
政｣

と
い
う
選

挙
公
約
は
ど
こ
へ
？
と
、
新
聞
紙

上
で
も
批
判
の
声
が
あ
が
り
ま
し

た
●
こ
の
ま
ま
重
要
な
県
防
災
会

議
も
非
公
開
に
さ
れ
て
は
大
変
だ

と
考
え
委
員
会
で
質
問
。
知
事
は

「
３
月
２
８
日
に
開
催
す
る
県
防

災
会
議
に
つ
い
て
は
、
公
開
で
開

催
し
ま
す
」
と
答
弁
で
約
束
し
、

当
日
、
県
民
の
傍
聴
と
マ
ス
コ
ミ

が
取
材
す
る
な
か
、
会
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 
 

江
尻
か
な 

 

 

〇･･･賛成  

×･･･反対  

日
本
共
産
党
（３
名
） 

自
民
党 

（
４
０
名
） 

自
民
県
政
ク
ラ
ブ
（５
名
） 

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（５
名
） 

公
明
党
（４
名
） 

無
所
属
（３
名
） 

一般会計予算 × 〇 〇 〇 〇 〇 

種子法廃止に伴う 

万全対策求める陳情 
〇 × × × × × 

イノシシ等被害防止

対策条例 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 

各会派の 

賛否態度 

※「民進党」が「県民フォーラム」に会派名を変更しました。 

●土地開発の破たん処理、 
 売残り土地の借金返済････ 
 
 

●常陸那珂港など港湾建設･･ 
 
 

●茨城県に本社を移転した 
 企業などに補助･･････････ 
 

●国直轄の八ッ場ダム、  
 霞ヶ浦導水事業の負担金･･ 
 
 

●豪華ホテル建設に補助････ 

予算額 

90億円 

62億円 

50億円 

27億円 

10億円 

これでいいのでしょうか？ 

市民の声を聞いて 



 

毎
年
約
１
万
人
も

人
口
が
減
っ
て
い
る

茨
城
県
で
、
県
民
要

望
が
一
番
高
い
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

江
尻
加
那
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。 

▲
原
発
ゼ
ロ
を
訴
え
る
小
泉
純
一
郎
氏
が
４
月

14
日
、
茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
講
演
（
写

真
は
法
案
発
表
記
者
会
見
２
０
１
８
年
１
月
） 

 

今
年
４
月
は
国
保
税
と
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
改
定
時
期
が
重
な
り
、
３
つ
同
時

に
引
き
上
げ
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
は
「
今
で
も
重
い
負
担
が
生
活
を
追
い
詰
め
て
い

る
。
引
き
下
げ
こ
そ
必
要
」
と
求
め
て
き
ま
し
た
。 

 
県
議
団
は
、
各
制
度
の
内
容
や
財
政
状
況
に
つ
い

て
学
習
と
調
査
を
重
ね
、
県
と
市
町
村
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
、
引
き
上
げ
を
行
わ
な
い

よ
う
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

３
月
議
会
で
は
、
山
中
た
い
子
議
員
が
国
保
税
の

課
題
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。 

弱
者
切
り
捨
て
の
滞
納
対
策
や
め
よ 

【
山
中
議
員
】
国
保
加
入
世
帯
の
半
分
は
、
年
所
得

１
０
０
万
円
以
下
で
暮
ら
し
、
平
均
１
３
％
も
の
国

保
税
負
担
を
払
え
な
い
世
帯
が
２
割
に
の
ぼ
る
。
県

は
弱
者
を
ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
お

り
、
滞
納
者
か
ら
保
険
証
を
取
り
上
げ
、
有
効
期
限

が
短
い
保
険
証
に
切
り
替
え
た
り
、
強
引
な
差
し
押

え
は
や
め
る
よ
う
求
め
る
。 

【
大
井
川
知
事
】
国
保
は
加
入
者
が
支
え
合
う
仕
組

み
を
基
本
と
し
て
お
り
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
保
険

料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
。
短
期
保
険

証
な
ど
の
交
付
は
、
滞
納
世
帯
と
接
触
す
る
機
会
を

確
保
し
、
納
付
相
談
を
行
う
た
め
の
必
要
な
取
組
み

で
あ
る
。 

国保税･介護保険料･ 後期高齢者 
医療保険料 県民の負担は限界！ 

国の社会保障改悪から医療・介護をまもる県の役割発揮を求める 

子育て応援 マル福拡大■待機児童解消■学校給食無償化  
「日本一子どもを産み育てやすい県」をめざすなら思い切った予算を 

【
江
尻
議
員
】
子
ど
も
の
医
療
費
補
助
を
、
入
院
の

み
高
校
３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
約

２
５
億
円
で
外
来
も
含
め
て
所
得
制
限
や
一
部
自
己

負
担
も
な
く
高
校
３
年
生
ま
で
完
全
無
料
化
で
き
る

が
、
そ
の
実
現
は
ど
う
か
。 

【
大
井
川
知
事
】
家
計
負
担
が
多
く
な
り
が
ち
な
入

院
費
に
つ
い
て
今
年
１
０
月
か
ら
拡
大
す
る
こ
と
に

し
た
。
さ
ら
な
る
拡
充
は
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。 

０
～
２
歳
児
定
員
も
保
育
士
も
足
り
な
い 

【
江
尻
議
員
】
保
育
所
待
機
児
童
の
９
割
を
占
め
る

０
～
２
歳
児
の
定
員
が
足
り
な
い
。
保
育
士
も
足
り

ず
、
必
要
な
基
本
給
の
底
上
げ
が
進
ん
で
い
な
い
。 

【
知
事
】
０
～
２
歳
児
の
保
育
需
要
を
約
１
７
０
０

名
上
方
修
正
し
、
保
育
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。 

 

民
間
保
育
園
の
保
育
士
を
対
象
と
す
る
処
遇
改
善

は
、
職
員
間
の
給
与
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
や
、

必
要
な
研
修
受
講
が
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
６

割
強
の(

園
か
ら
の)

申
請
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

 

新
た
に
保
育
人
材
バ
ン
ク
を
設
置
し
、
保
育
士
確

保
と
処
遇
改
善
制
度
の
活
用
を
促
進
し
て
い
く
。 

知
事
の
公
約
「
無
償
化
」
実
現
を 

【
江
尻
議
員
】
知
事
の
選
挙
公
約
で
あ
る
小
中
学
校

の
給
食
費
無
償
化
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。 

【
知
事
】
教
育
費
負
担
軽
減
の
具
体
策
と
し
て
公
約

に
掲
げ
た
。
県
内
で
も
３
３
市
町
村
が
補
助
を
行
っ

て
お
り
、
大
子
町
は
全
額
無
償
化
し
て
い
る
。 

 

全
国
的
に
見
て
都
道
府
県
が
支
援
の
上
乗
せ
を

行
っ
て
い
る
例
は
な
く
、
本
県
で
無
償
化
に
必
要
な

経
費
は
年
間
約
１
０
０
億
円
に
の
ぼ
る
こ
と
か
ら
、 

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。 

日本原電に資金支援 ― 東京電力に他社を助ける資格があるのか 

 

東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
を
め
ざ
す
日
本
原
電

に
対
し
、
東
京
電
力
が
資
金
支
援
を
行
う
と
表
明

し
ま
し
た
。 

 

原
電
は
、
必
要
な
対
策
工
事
（
防
潮
堤
・
格
納
容
器

圧
力
逃
が
し
装
置
な
ど
）
の
費
用
約
１
７
４
０
億
円
を

自
力
調
達
で
き
ず
、
株
主
で
あ
る
東
電
に
助
け
を

求
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
福
島
第
１
原
発
事

故
を
起
こ
し
、
損
害
賠
償
や
廃
炉
作
業
の
巨
額
費

用
を
国
民
負
担
で
ま
か
な
っ
て
い
る
東
電
に
、
他

社
を
助
け
る
資
格
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

再
稼
働
す
れ
ば
世
界
に
前
例
な
し 

 

東
海
第
２
原
発
は
現
在
、
原
子
力
規
制
委
員
会

の
審
査
中
で
す
が
、
再
稼
働
す
れ
ば
沸
騰
水
型
原

発
で
は
世
界
で
前
例
の
な
い
長
期
運
転
で
す
。 

【
江
尻
議
員
】
「
住
民
説
明
会
で
も
、
原
子
炉
の

ひ
び
割
れ
や
燃
え
易
い
ケ
ー
ブ
ル
、
使
用
済
核
燃

料
や
避
難
計
画
の
実
効
性
な
ど
、
安
全
性
を
心
配

す
る
住
民
の
声
が
あ
ふ
れ
た
。
茨
城
を
実
験
場
に

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。 

 

３
０
キ
ロ
圏
内
に
９
６
万
人
が
住
み
、
た
と
え

避
難
し
た
と
し
て
も
、
元
の
く
ら
し
に
戻
れ
な
い

の
が
原
発
事
故
の
深
刻
な
放
射
能
被
害
で
す
。 

 

原
電
は
３
月
末
、
再
稼
働
の
事
前
了
解
に
つ
い

て
、
県
と
東
海
村
の
他
に
周
辺
５
市
（
水
戸
市
、
日
立

市
、
常
陸
太
田
市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
那
珂
市
）
の
了
解
を

得
る
と
い
う
新
た
な
協
定
を
結
び
ま
し
た
。 

 

県
民
の
声
聞
く
予
算
１
円
も
な
い 

 

知
事
は
再
稼
働
に
つ
い
て
「
県
民
の
声
に

耳
を
傾
け
て
い
く｣

と
繰
り
返
し
ま
す
が
… 

【
上
野
高
志
議
員
】
「
県
民
の
声
を
聞
く
と

言
い
な
が
ら
、
そ
の
た
め
の
予
算
は
１
円
も

計
上
し
て
い
な
い
。
こ
れ
で
原
発
立
地
県
の

知
事
と
い
え
る
の
か
」
と
批
判
し
、
廃
炉
の

決
断
を
求
め
ま
し
た
。 

 
 

 
 

国保税 ･･･････ 17市町村が引き上げ 

介護保険料 ･･･ 23市町村が引き上げ 

後期高齢者医療保険料 ････ 据え置き 

▼県内市町村の改定状況 

住民意思を反映し原発廃炉に 

子ども医療費助成 

日本共産党カクサン部の 

子育て・教育担当キャラ 

つくば市 制度改定で国保引き上げ 

 市町村の国保財政が県単位化されることに 

伴い、つくば市では６億８千万円の負担増が見

込まれました。市長、市議とともに山中県議は

県に負担軽減を要請。市独自の繰入を増やして

も８千万円の市民負担増となりました。 

小曽
館育
子 


